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1.平安があるように(キリスト) 2.あなたがたを遣わします(神の国) 3.聖霊を受けなさい(聖霊充満) メモ

▲神様が人間に与えるのは平安と喜び幸せ

である。

1)平安があるように
(1)ヨハ 20:19(その日すなわち週の初めの
日の夕方のことであった。弟子たちがいた

所では、ユダヤ人を恐れて戸がしめてあっ

たが、イエスが来られ、彼らの中に立って

言われた。「平安があなたがたにあるよう

に)
(2)ヨハ 20:21(イエスはもう一度、彼らに
言われた。「平安があなたがたにあるよう

に。父がわたしを遣わしたように、わたし

もあなたがたを遣わします)
(3)ヨハネ 20:26(八日後に、弟子たちはま
た室内におり、トマスも彼らといっしょに

いた。戸が閉じられていたが、イエスが来

て、彼らの中に立って「平安があなたがた

にあるように。」と言われた)
2)ヨハ 19:30(イエスは、酸いぶどう酒を受け
られると、「完了した。」と言われた。そし

て、頭をたれて、霊をお渡しになった)
(1)未信者の 6つの問題の中にいた私たち
のためにキリストが十字架にかかった。

(2)キリストが十字架にかかり私たちの
ために根本問題を完了された。

3)共に
(1)神様の子どもであるが思い煩い
など無駄な考えをすると不安になる。

(2)キリストの祝福、7つの祝福を掴み
1分だけでも主が共におられることを
味わうように。

(2)味わう時に平安がくるようになる。

▲イエス様を全世界の人々を救われるようにするため

に、私たちを遣わされた。

1)ヨハネ 20:21(イエスはもう一度、彼らに言われた。
「平安があなたがたにあるように。父がわたしを遣

わしたように、わたしもあなたがたを遣わします)
(1)父なる神様が聖書を成就するために来られた。
(2)キリストは十字架の上で全ての問題を完了した。
(3)福音を全世界に伝えるように。

2)Ⅰペテロ 2:9(しかし、あなたがたは、選ばれた種族、
王である祭司、聖なる国民、神の所有とされた民で

す。それは、あなたがたを、やみの中から、ご自分

の驚くべき光の中に招いてくださった方のすばらし

いみわざを、あなたがたが宣べ伝えるためなのです)
(1)キリストを信じる人は使徒的な務めがある。
(2)王、祭司、預言者の務めを与えた。

3)ルカ 24:47-48(その名によって、罪の赦しを得させる
悔い改めが、エルサレムから始まってあらゆる国の

人々に宣べ伝えられる。あなたがたは、これらのこ

との証人です)
4)ヨハネ 20:23(あなたがたがだれかの罪を赦すなら、
その人の罪は赦され、あなたがたがだれかの罪をそ

のまま残すなら、それはそのまま残ります)
(1)人々にキリストを伝え,信じる時に罪が赦される。
(2)イエスキリストを信じることが義である。
－キリストを信じないと罪は赦されない。

5)ローマ 10:13-15(「主の御名を呼び求める者は、だれ
でも救われる。」のです。しかし、信じたことのない

方を、どうして呼び求めることができるでしょう。

聞いたことのない方を、どうして信じることができ

るでしょう。宣べ伝える人がなくて、どうして聞く

ことができるでしょう。遣わされなくては、どうし

て宣べ伝えることができるでしょう。次のように書

かれているとおりです。「良いことの知らせを伝える

人々の足は、なんとりっぱでしょう)
(1)福音を宣べ伝える人がなくては人々は救われない
(2)聖徒の口を通してキリストの御名を宣べ伝える。
(3)私たちが生きる目的は伝道と宣教の為である。

▲聖霊様に頼りなさいと言われた。

▲ヨハネ 20:22(こう言われると、彼らに息を
吹きかけて言われた。「聖霊を受けなさい)
－霊を強くすることが祈りである。

1) ３T( Time)－ルカ 24:52-53(彼らは、非常
な喜びを抱いてエルサレムに帰り、いつも

宮にいて神をほめたたえていた)
(1)夜の祈り－詩篇 17:3(あなたは私の心を
調べ、夜、私を問いただされました。あな

たは私をためされましたが、何も見つけ出

されません。私は、口のあやまちをしまい

と心がけました〉

①吐く息を長くするように。

(2)朝の祈り－詩篇 5:3(主よ。朝明けに、私
の声を聞いてください。朝明けに、私はあ

なたのために備えをし見張りをいたしま

す)
①朝起きた時に一日を感謝する。

②深い呼吸により健康になる。

③現代の健康の問題は、低酸素、低体温の

問題である【がんなど】

(3)昼の祈り－詩編 23:1－6(主は私の羊飼
い。私は、乏しいことがありません)
・主が共におられることを祈る

(4)3つの息
①吸う息－聖霊で満たして下さい。

②とめる息－5つの力を下さい(味わい)。
③吐く息－暗闇の力は打ち砕かれよ。

2)3今日(御言葉、祈り、伝道)
3)癒し－ 使徒 1：8(しかし、聖霊があなたが
たの上に臨まれるとき、あなたがたは力を

受けます。そして、エルサレム、ユダヤと

サマリヤの全土、および地の果てにまで、

わたしの証人となります)
(1)礼拝が出来て、祈りが出来て聖霊に
満たされると癒される。

(2)証人となる人生となる。



区域地教会（2019 年 3 月 14 日～2019 年 3 月 20 日）
【賛美】 「イエスわが王よ」

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ

私は神のもの ゆえに神にささげん 御心のままにおさめよ 主イエスよ

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ

【使徒信条】

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン

【メッセージ】 「わたしもあなたがたを遣わします」(ヨハネ 20：19-23)

【讃美】 359 主がともにませば

【祈り】

①教会の祈りの課題

・元旦メッセージ(第 1、2、3 RUTC 実現 ｢古い枠を壊すべき｣(Ⅱコリ 5:17)・｢新しい枠を整える

べき｣(使 9:15)・「霊的に戦う教会(兵士・軍隊)」(エペ 6:10－20)

・ 3 今日(御言葉、祈り、伝道)、 3 弟子(秘密決死隊、レムナントミニストリー、Holy Mason)、

3 サミット(霊的サミット、技能サミット、文化サミット)の契約を掴み成就を味わう。

・御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。

②区域地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。

③区域地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。

【フォーラム】

【祈り】

【主の祈り】

天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄

福音宣教教会

10の祈り題

(1)日本 1％福音化（使 18：9-10 ・ローマ 16：20）
(2)第 2 の宗教改革（マタ 16：16、I ペテ 2：9）
(3)日本 8,000 教会（使 17：1-3）
(4)200 地教会（創 41：36－38）
(5)1,000 大学（福音の人材、福音エリート/使 19：9-10)
(6)伝道(重職者)運動（3 弟子/ローマ 16 章）
(7)レムナント運動（イザ 6：13 / 3 サミット）
(8)癒しの運動（使徒 19：8-20）
(9)日本神学校、東日本神学校と教役者－Ⅱ列 6：8―23
(10)世界宣教（マタ 24：14、使 1：8）

伝道対象者

お知らせ

1. 次主日は復活主日です。洗礼式を行います。

2. 認可保育所の設立、大阪教会と磐田教会の購入、

対馬教会の設立のためにお祈りお願いします。

3. 4/15(月)-17(水) 世界産業人大会(韓国)

4. 4/29(月･祝)10:00-5/1(水･祝)15:00 本部一次合宿訓練

登録献金 一般\20,000 神学生\15,000 再訓練\10,000

5. 5/2(木)-4(土) 仙台一次合宿訓練(自体訓練)

6. 4/29(月･祝)-5/1(水･祝) 青年修練会及び結婚セミナー

場所:浜松イェウォン教会

福音宣教教会
主管牧師：御国イザヤ

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003

主日(日曜)1 部礼拝 7:00 ／ 2 部礼拝 10:00 ／ 3 部礼拝 12:00


